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明治四年廃藩置県にさきだって太政官布達により戸籍

法が制定され行政区画が設けられた　これは明治六年神
奈川県権令大江卓名で出された区番組制のもとにおける

戸長副戸長の事務一般にかんする取扱規程を示した県布

達の写しである（資料二〇本文四三ページ参照）
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明治九年四月十八日に足柄県は廃止され　相
模国は神奈川県に　伊豆国は静岡県に分属する
ことになった　これは韮山に戻る元県令柏木忠

俊を惜しんで小田原の小学生が差出した作文の

一つである　（資料八　本文一八ページ参照）
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県庁舎は　横浜裁判所時代から県庁機構の変遷
とともに何度か移転した　これは明治六年に横浜
税関庁舎として建築されたもので　明治十五年の
県庁舎焼失を機会に税関から譲り受けたものである
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上　多摩三郡の東京府移管賛成にたいする調印取消要求

下　境域変更賛成趣意書
横浜市港北区　飯田助丸氏蔵

西北南多摩三郡は明治26年4月1日付で神奈川県から

東京府へ管轄替えとなった　この境域変更にたいしては

じめ賛成の態度をとった県民が　問題の重大さを思い知

らされ　新聞社にたいして賛成署名の取消を要求した文

章がこれである　（資料155・156　本文403ページ参照）
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地方改良運動は日露戦争後　不況にあえぐ農村の秩序をたてなおすために報徳思想を基
軸に展開された　これは県が率先して組織した地方改良会の会員増募について大磯町幹事
あて中郡支部長（郡長）が指示した文書である　とくに神職僧侶の全員を会員にすべきこと

が付記されている点が注目される
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上　大正10年

下　昭和48年
東海道本線時刻表

横浜市港北区　飯田助丸氏蔵（上）

鉄道幹線のスピード化は産業化のバロメーターである

工業化が飛躍的に発展する第1次大戦後時点と今日の所

用時間はどのくらい短縮したであろうか　参考のために

県下における二つの時点の時刻表をかかげた
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